















































レル > 久慈 上 
小 本 川 
御 
所 画 川 
8 Cf 
甲子 川 
記 沢 川 kN 
CO 
| 
SM 御 所 
水系 河川 名 北上 川 水 系 土石 川 
所 在 地 盛岡 市 薄 字 下 猿 田 
形 放 ダム 式 
最大 有効 落差 | m 26.37 
発 | 最 大 使用 水量 | mm 600 
最 大 出力 kW 13,000 
年 間 供給 電力 量 | 自記 Wh 56 
運転 開始 年 月 昭和 56 年 1 月 
電 | | 形 式 立 軸 単 輸 単 流 油 巻 カプ ラン 
本 | 占 カカ | kW 7040x2 
使用 水量 | m$ 30.0 
所 回 転 数 | rpm 333 
形 式 立 軸 回 転 界 磁 三 相同 期 
発 (2 シラ 
電 出 カ | kVA 7500x2 
機電 圧 | V 6600 
電 流 | A 656 
名 称 御所 ダム 
目 的 治水 ・ か ん が い ・ 発 電 
形 式 中 央 コア 型 ロ ッ ク フ ィ ル コ 
ンク リー ト 重 力 式 複合 ダム 
ダ | 坦 誤記 525 
坦 長 | m 3270 
体 積 | 下 | ロッ ク フ ィ ル 980,000 
本 コン クリ ー ト 220000 
総 貯 水量 | 65.000000 
有効 貯水 量 | 店 45.000.000 
流 域 面 積 | km 635.0 
洪水 面積 | km 6.4 
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美しき 湖畔 に 立地 する 発電 所 


御所 発電 所 は 、 最大 出力 が 13.000 キ ロワ ッ ト の ダム 式 発電 所 で 、 
県 営 と し て は 6 番目 の 発電 所 と し て 、 昭 和 56 年 1 月 に 運転 開始 し 
まだ 。 

この 発電 所 は 、 御 所 ダム (か ん が い 、 上 水道 及び 発電 を 目的 と 
する 多目的 ダム 、 昭 和 56 年 完成 ) の 貯留 水 を 利用 し て いま す 。 発 
電 に 使用 し た 水 は 案 石川 を 流れ 、 盛 岡市 の 中 心 部 で 北上 川 と 合流 
する こと か ら 、 発 電 放 流 に より 下流 河川 の 水位 が 急激 に 上 昇 し な 
いよ う 細 心 の 注意 を 払う と と も に 、 市 内 要 所 に 設置 し た 警報 装置 
か ら 音 声 に より 注意 喚起 の た め の 放 送 を 行っ て いま す 。 

また 、 屋 外 変電 設備 に は 県 営 発電 所 と し て 初め て G I S (ガス 
絶縁 開閉 装置 ) を 採用 し て いま す 。 
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0 発電 所 別 単位 洋 
水系 河川 名 久慈 川 水系 長 内 川 
所 在 地 久慈 市 小 久 慈 町 
形 式 ダム 式 
最大 有効 落差 | m 25.83 
発 最大 使用 水量 | mm 人 25 
最 大 出力 kW 450 
年 間 供給 電力 量 | 下記 kWh 8 
運転 開始 年 月 和 57 年 7 月 
電 形 式 横 軸 単 輸 単 流 油 巻 フ ラン シス 
が カ | kW 540 x1 
部 使用 水量 | i 25 
所 回 転 数 | rpm 600 
形 式 横 軸 回 転 界 磁 三 相同 期 
発 (プラ シレ ス ) 
電 | 出 カ | kVA 550 x1 
機 | 電 圧 | V 6600 
電 流 | A 48 
名 称 滝 ダ ム 
目 的 治水 ・ 発 電 
形 式 重力 式 コ ンク リー ト ダ ム 
ダ | 左 高 | m 700 
坦 長 | m 1870 
体 積 | mj 220.000 
人 | 共 時 水量 | 7600.000 
有効 貯水 量 | mm 6000000 
流 域 面積 | km 1526 
洪水 面積 | km 0.34 

















海 の 見 える ダム に 立地 する 発電 所 


滝 発電 所 は 、 最 大 出力 が 450 キ ロワ ッ ト の ダム 式 発電 所 で 、 県 営 
と し て は 7 番目 の 発電 所 と し て 、 ま た 初め て の 小 水力 発電 所 と し て 
昭和 57 年 7 月 に 運転 開始 し まし た 。 
この 発電 所 は 、 滝 ダム (治水 及び 発電 を 目的 と する 多目的 ダム 、 
昭和 57 年 完成 ) の 貯留 水 を 利用 し て いま す 。 滝 
発電 は ダム の 維持 放流 水 を 利用 し て いる こと か ら 、 ダ ム 運 用 に 完 
全 に 従属 し て 運転 し て いま す 。 
遠隔 地 の た め 運 転 開始 当初 は 有人 の 発電 所 で し た が 、 現 在 は 無人 
化 き れ 、 盛 岡市 内 の 施設 総合 管理 所 か ら 遠 方 監視 制御 を し て いま す 。 
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